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◆背景

• リンは、結晶化して汚泥配管を閉塞させ、下水処理に支障をきたす。これを解消す
るために配管洗浄作業等が必要であった。

• この課題を解決するため、予め消化汚泥からリンを回収することとした。

◆具体的内容

• 消化汚泥に水酸化マグネシウムを混合し、リン酸マグネシウムアンモニウム六水和
物の結晶を得ることで、下水汚泥からリン資源を回収した。

• 回収したリン資源を有効活用するため、「こうべ再生リン」と名付け肥料登録を行
い、肥料として使用できるようにした。

• こうべ再生リンを農業生産者が使いやすい形の肥料「こうべハーベスト」に加工す
るとともに、栽培試験などを行ってJA兵庫六甲の栽培暦に掲載してもらうなど、肥
料として流通させる工夫をした。

◆効果

• 産業廃棄物として処分していた汚泥の減量化を図るとともに、汚泥から採取したリ
ンを資源として回収することが可能となった。

• 下水からリンを回収することにより、ほぼ全てを輸入に頼っているリンの国内生産
を行い、リン資源の循環と食料安全保障への寄与が可能となった。

• リンを国内生産することで、海外からの運搬により発生していたCO2分の削減に貢
献していると考えられる。

• 平成24年3月にB-DASHプロジェクトに採択され、
実証設備建設を開始した。

• 平成26年4月に回収したリンを化成肥料登録し、
活用の検討を開始した。

• 下水では厄介な存在であったリンを取り除き、それを農業利用するという一石二鳥
の効果があった。

• 神戸市、JA兵庫六甲、肥料メーカーと協働することで、再生リンを使った肥料開発
から試験栽培を行い、一般販売することができた。

• 「こうべハーベスト」は地元農作物や学校給食用米肥料として、また「こうべ

SDGs肥料」は家庭用肥料として流通している。
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• 行政区域内面積 557.03km2（令和4年1月1日時点）
• 処理区域内人口 1,489,786人（令和3年度決算）

GX

取組のイメージ

●公営企業情報

●今後の展望

●取組のスケジュール

下水道事業

●取組の概要

●取組のポイント

リンの結晶化による下水処理場内の配管閉塞の解消と、回収したリンを有効利用す
るため、下水汚泥からリン回収を行った。

◆総事業費 国土交通省B-DASH（下水道革新的技術実証事業）プロジェクトで全額補助

維持管理費 こうべ再生リン1㎏の製造費＝販売価格 45円/kg（税抜）

• 物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策
に「下水汚泥資源等の肥料利用拡大への支援」が
盛り込まれ、リン回収事業を国家プロジェクトと
して進めることとなった。

• 本市においても更なる需要を見込み、生産拡大の
ため、リン回収設備の他処理場への増設や、生産
した肥料の市外への展開を目指す。 95


